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 要 旨   
目的： 
高齢者は処方薬とアルコールの併用による副作用に対する感受性が高い。アイルランドの
高齢の国民を代表する大規模データを用いて、アルコールと相互作用示す薬物（AI 薬）を
アルコールと併用した際の弊害を調査した。 
方法： 
老化に関するアイルランド縦断研究（TILDA）の 60 歳以上の高齢アイルランド人 3,815
例（平均年齢 69.7±7.3 歳、60-99 歳）を対象として、横断的に AI 薬とアルコールの併用の
関連を検討した。AI 薬はストックリー医薬品相互作用、英国国民医薬品集（BNF)とアイ
ルランド医薬品集を用いて同定し、BNF による 9 つの治療クラスに従って分類した。対象
者の自己申告により、非飲酒者、軽度・適量飲酒者、多量飲酒者に分類した。社会人口統
計学的および健康要因と、アルコールによる増悪が知られている疾患（糖尿病、高血圧症、
消化性潰瘍、肝疾患、抑うつ、痛風あるいは乳癌）も調査した。 
結果： 
参加者の 72％(2,672 人)は 1 つかそれ以上の AI 薬を使用し、心血管系薬(61.2％)が最も多
かった。AI 薬使用者の 60％が飲酒していたが、AI 薬非使用者の 69.5％と比較して有意に
低かった（p<0.001）。抗ヒスタミン薬を使用している約 28％、心血管薬、抗凝固薬あるい
は抗血小板薬、抗糖尿病薬を服用している約 20%、中枢神経系薬を服用している 16％は多
量飲酒者だった。多項ロジスティック回帰により、男性、若年、都市部居住、高学歴およ
び喫煙歴は、飲酒量に関わらずアルコール使用と AI 薬の併用リスクを増大させた。現在喫
煙者とアルコールによる増悪が知られている疾患を同一人が複数有していることは、多量
飲酒者による AI 薬使用リスクを増大させた。 
結論： 
AI 薬使用あるいはアルコールによって悪化することが知られている健康状態での飲酒が、
アイルランドの高齢者間では一般的となっている。処方する者は、AI 薬とアルコール併用
による潜在的な副作用に気付くべきであり、患者を飲酒から遠ざけ、リスクを最小化する
ため、飲酒と AI 薬の併用リスクを啓発する患者教育を行うことが重要である。 
 
 
 


